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暮らしの中に彩りを
◆リサイクルみなみ作業所◆

◆デイサービス宝南◆

◆デイサービス宝南◆

日帰り琵琶湖クルーズ

喫茶外出

スイカ割り

５月25日土曜日、利用者・職員43名で日帰り旅行へ行ってきました。「せっかくなので少し遠出をしたい」と、
朝の集合時間を早くして、帰りの時間も延長して、色々ご協力をいただきつつ、〝琵琶湖ミシガンクルーズ〟を
楽しんできました。
当日は快晴のお天気で、琵琶湖をバックに記念撮影。クルーズ船が岸にやってくると「あれに乗るのかな…」
とワクワク。船に乗り込むと、まずは地元産の食材を生かしたランチビュッフェ。お皿に各々食べたいものを自
分で盛り付けて、楽しく会食。好きなメニューをメインからデザートまで沢山食べてお腹一杯になりました。「お
いしいねぇ」と皆さん大満足。笑顔がたくさん見られました。
食後はグループごとに船内を散策。2階、３階と上がること
ができ、船上から見る湖の景色はとても良く、爽やかな風に吹
かれて気分もリフレッシュ。また、船内では歌のステージもあ
りノリノリで楽しめました。
毎日沢山のペットボトルを分別し、資源化に汗を流す仲間の
皆さん。「琵琶湖へ初めて行った」という仲間もいて、日々の仕
事をねぎらいながら親睦を深め、しっかりとエネルギーをチャー
ジしてきました。

６月より、皆さんがかねてより希望されていた喫茶店へのお出掛
けを再開しました。場所は聚楽園公園。事業所から車で２０分ほど
の所にあり、公園内は広く、緑でいっぱいの場所です。
「飲み物だけでいいかな」とメニューに目を通すと、そこには美
味しそうなスイーツが…。外を歩いて運動したし、「食べておかな
きゃ損だよね」ということで、ケーキ等のセットを注文する方が多
かったです。普段とは違った空間でのティータイムという事で、口
もお腹も大忙しの楽しい時間となりました。

7月19日と27日にスイカ割りを行いました。恒例行事という事
で皆さんも楽しみにされていたようで、お休みが続いていた利用者
様も「行こうかな」と来てくださいました。
昨年は最初の方が一刀で決めてしまわれたので、今年は小玉サイ
ズを複数準備し、いざ実践。共生型の利用者様は目隠しをして行い
ましたが、あっという間にパカっと割れてしまったので、慌てて次
のスイカの準備をし続行。
要介護の利用者様は、目隠しをせずに行いましたが、これが意外
と当たらない。寸止めなどで練習するも、本番となると緊張してし
まうのか、力みすぎて外れてしまうのか…。この不思議な緊張感、
来年も楽しみたいですね。
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◆ゆたか希望の家◆「くりのき班」一泊旅行

7月3日～4日に「くりのき班」の仲間15名、職員9名で一泊旅行へ行って来ました。コロナウイルスの影
響で約4年間、この一泊旅行の実施を控えていましたが、ようやく少しずつ収まり、今回の旅行となりました。
旅行前日まで天気が下り坂でとても心配でしたが、当日は晴天に恵まれました。先ず旅行の最初の行き先であ
る三重県多気町にある「Vison（ヴィソン）」へ。ここはこの数年、三重県の観光スポットNo.1とされている場
所です。とても景色も良く、素敵な場所での昼食となりました。豪華なイタリアンのランチコースで、仲間の皆
さんも満足されていた様子でした。
その後は伊勢市へ入り「おかげ横丁」の散策と、仲間の皆さんはお土産を購入。名古屋では見られないお土産
が購入できて、とても嬉しそうな笑顔を見せていました。
その後は今回の宿泊先である「ホテル一井」へ。このホテルは以前にも「くりのき班」で宿泊した事があり、
夕食は豪華な懐石料理を頂きました。食後はみんなでカラオケを楽しみ、みんなで笑い、みんなで盛り上がる夜
となりました。
一夜明けて朝食後は、2日目の目的地「伊勢忍者キングダム」へ。忍者キングダムでは、施設内の散策とお土
産の購入をしました。個人個人で好きなお土産を購入し、ここで頂いた昼食は「和定食御膳」。皆さんとても美
味しそうに召し上がっていらっしゃいました。
今回の旅行に初めて参加した職員も居ましたが、みんなで協力
して、とても充実した旅行になりました。仲間の皆さんからも施
設に戻ってから「お土産買ったよ！」「楽しかった！」「また行き
たい！」などの声を聞く事ができ、楽しんで頂けたご様子でした。
今回の旅行では、職員も施設では見られない仲間の笑顔や様子
などに接することができました。このような経験を踏まえて、今
後の仲間の支援に役立てていきたいと思いますし、仲間の皆さん
も次回の旅行に向けて、今まで以上に仕事や運動に取り組めてい
けると思います。
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先回の「平和への願い」では、たくさんの皆さんに
支えられながら、ゆたか作業所と出会い、働き、新天

なるみ作業所なるみ作業所

ゆたか作業所ゆたか作業所

あかつき共同作業所あかつき共同作業所

平和への願い平和への願い
地へと向かわれたアフガニスタンのファルザドさんについて紹介
しました。今回は“ゆたか”の内部の取り組みについて紹介します。

自治会連合会「平和学習会」自治会連合会「平和学習会」

< はじめに >
今回の取り組みのきっかけは、平和行進南区コー

スの中止です。コロナ禍以前は毎年、たから診療所
からゆたか作業所隣地の泉楽公園まで、大勢の仲間
が平和を願い、歌い、そして地域にアピールする取
り組みでした。これをきっかけに 8 月の終戦記念日
までの間に各事業所で「平和学習」を行っていまし
た。しかし、コロナ禍の中で途絶えた影響や、日々
の忙しさを理由に「平和について考える機会が減っ
てきてはいないか」と危機感を感じたからです。

< 踏み出せば広がることに自信を
　　　～みんなで創意工夫しながら～ >

法人内「運動委員会」の会議で提起したところ、
通勤寮やかさでらホームでは「千羽鶴を作って原水
爆禁止世界大会へ届ける取り組みをしている」との
情報を聞きました。「このような取り組みを全体に
広げたい」ということで、自治会連合会の中で「平
和学習会」を行うことになりました。

その題材を探している時に、今度は「広島平和記
念資料館」のサイトから、「21世紀サダコストーリー」
を見つけました。小学六年生の少女マイちゃんが、
平和記念公園の前で折り、鶴のモデルとなった被爆
者の「佐々木貞子さん」を、現代版で体験する不思
議な物語です。

折り鶴にこめた平和への願いなどを、分かりやす
く伝える物語ですが、このストーリーには効果音し
かなく、朗読が必要でした。「どうしようか？」と考

えた時に、「本部で働いている女性職員の方の声が
聞きやすい」ということで、お願いすることになり
ました。快く協力して頂いた職員さんに感謝です。

< 役員も一人一役 >
また、自治会連合会会長の石橋さんは、所属し

ているきょうされん利用者部会が出している「構
成詩 “戦争はやめて”」を紹介。障害のこと、ウク
ライナのこと、優生思想のことに触れている構成
詩です。

朗読はあかつき共同作業所の竹原さんにお願い
しました。石橋会長には「構成詩を作った時の思い」
を語っていただきました。希望の家の松岡さんか
らは豊明コースの平和行進に参加した報告も行い
ました。

また折り鶴への呼びかけや、「運動委員会」責任
者のつゆはし作業所石田さんからは平和クイズもあ
りました。盛りだくさんの内容で、予定していた時
間も足りないくらいの学習会となりました。

< 取り組みを終えて >
今回の「平和学習会」は、平和行進が少なくなる中、

「各事業所で平和について考えるきっかけになれば」
という思いでの企画でした。折り鶴もそうですが難
しく考えず、できることから行って、またそのこと
を全体で共有・共感できたら、これも一つの運動に
なるのではないかと思います。　

自治会連合会担当
佐野 浩之

77//1212

6.7 平和行進　豊明
6 月 7 日（金）に豊明平和の会が主催するとよあ

け平和行進が開催されました。当日は集合時間の都
合もありなるみ作業所からはホームにおすまいの利
用者 2 名と職員での参加とさせていただきました。

当日は天候にも恵まれ、カラット（旧豊明市唐竹
小学校）発着の約 2.5km を平和への願いをアピー
ルしながら地域の方々と一緒に行進しました。出発

時はやや曇っていたものの湿度が高く、また歩いて
いるうちに太陽が出てきて気温も高くなりました。
休憩のたびに水分補給を意識的に行い、無事ゴール
まで歩ききることができました。

作業所と地域
がこれまで大事
にしてきた関わり
の大 切さと有難
さを感じた平 和
行進でした。

6.9 平和行進　西区コース
6 月 9 日、あいち平和行進西区コースに、仲間 2

名、家族 2 名、職員 1 名で参加しました。毎年、浄
心駅から黒川駅へ向かうコースがあったのですが、
そのコースがなくなっており、急きょ名古屋駅方面
へ向かう行進に参加。歌を歌ったり、ピース・コー
ル「ノーモアヒロシマ・ナガサキ、ノーモア・ヒバ
クシャ」と訴えたりしながら長い距離を歩きました。
　参加した仲間の一人は、人前で大きな声を出すの

は苦手ですが、自前で折り鶴の T シャツを着て、自
分なりの方法で平和への願いを訴えていました。

毎年参加してきた中で、特に今年は全体的にコー
スも減ってしまい寂しさも感じました。しかし形は
変われど、「平和への願いは変わらない」ことは訴
え 続 け る こ と、
続けることが一
番と感じました。
みんなでできる
ことを頑張って
いきましょう！

佐野 浩之

7.29～7.30
「第44回 道徳平和盆踊り大会」へ出店参加

昨年から再開した平和盆踊りで今回も出店で参加し
ました。２日間でかき氷、ポップコーン、光ものおもちゃ
等合わせて、約14万円売り上げました。職員は 2 日間
延べ20名が参加し、1日目は11名、2 日目 7 名の仲間
家族のご協力もいただき、大会を盛り上げました。

“ゆたか” としてこの地で事業がスタートして以
来、ずっと地域連携や平和への行動として大切に
し、参加してきた「平和盆踊り」です。ただ、ゆ
たかだけでなく、実行委員会の参加団体全体の高
齢化や人員不足が顕著になっているのが現状です。
盆踊り大会に限らず「どんなことであればできる
のか」の検討も必要になっています。暑い中、本
当に皆さん、お疲れさまでした。
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自治会連合会「平和学習会」自治会連合会「平和学習会」
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スの中止です。コロナ禍以前は毎年、たから診療所
からゆたか作業所隣地の泉楽公園まで、大勢の仲間
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た。しかし、コロナ禍の中で途絶えた影響や、日々
の忙しさを理由に「平和について考える機会が減っ
てきてはいないか」と危機感を感じたからです。

< 踏み出せば広がることに自信を
　　　～みんなで創意工夫しながら～ >

法人内「運動委員会」の会議で提起したところ、
通勤寮やかさでらホームでは「千羽鶴を作って原水
爆禁止世界大会へ届ける取り組みをしている」との
情報を聞きました。「このような取り組みを全体に
広げたい」ということで、自治会連合会の中で「平
和学習会」を行うことになりました。

その題材を探している時に、今度は「広島平和記
念資料館」のサイトから、「21世紀サダコストーリー」
を見つけました。小学六年生の少女マイちゃんが、
平和記念公園の前で折り、鶴のモデルとなった被爆
者の「佐々木貞子さん」を、現代版で体験する不思
議な物語です。

折り鶴にこめた平和への願いなどを、分かりやす
く伝える物語ですが、このストーリーには効果音し
かなく、朗読が必要でした。「どうしようか？」と考

えた時に、「本部で働いている女性職員の方の声が
聞きやすい」ということで、お願いすることになり
ました。快く協力して頂いた職員さんに感謝です。

< 役員も一人一役 >
また、自治会連合会会長の石橋さんは、所属し

ているきょうされん利用者部会が出している「構
成詩 “戦争はやめて”」を紹介。障害のこと、ウク
ライナのこと、優生思想のことに触れている構成
詩です。

朗読はあかつき共同作業所の竹原さんにお願い
しました。石橋会長には「構成詩を作った時の思い」
を語っていただきました。希望の家の松岡さんか
らは豊明コースの平和行進に参加した報告も行い
ました。

また折り鶴への呼びかけや、「運動委員会」責任
者のつゆはし作業所石田さんからは平和クイズもあ
りました。盛りだくさんの内容で、予定していた時
間も足りないくらいの学習会となりました。

< 取り組みを終えて >
今回の「平和学習会」は、平和行進が少なくなる中、

「各事業所で平和について考えるきっかけになれば」
という思いでの企画でした。折り鶴もそうですが難
しく考えず、できることから行って、またそのこと
を全体で共有・共感できたら、これも一つの運動に
なるのではないかと思います。　

自治会連合会担当
佐野 浩之
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6.7 平和行進　豊明
6 月 7 日（金）に豊明平和の会が主催するとよあ

け平和行進が開催されました。当日は集合時間の都
合もありなるみ作業所からはホームにおすまいの利
用者 2 名と職員での参加とさせていただきました。

当日は天候にも恵まれ、カラット（旧豊明市唐竹
小学校）発着の約 2.5km を平和への願いをアピー
ルしながら地域の方々と一緒に行進しました。出発

時はやや曇っていたものの湿度が高く、また歩いて
いるうちに太陽が出てきて気温も高くなりました。
休憩のたびに水分補給を意識的に行い、無事ゴール
まで歩ききることができました。

作業所と地域
がこれまで大事
にしてきた関わり
の大 切さと有難
さを感じた平 和
行進でした。

6.9 平和行進　西区コース
6 月 9 日、あいち平和行進西区コースに、仲間 2

名、家族 2 名、職員 1 名で参加しました。毎年、浄
心駅から黒川駅へ向かうコースがあったのですが、
そのコースがなくなっており、急きょ名古屋駅方面
へ向かう行進に参加。歌を歌ったり、ピース・コー
ル「ノーモアヒロシマ・ナガサキ、ノーモア・ヒバ
クシャ」と訴えたりしながら長い距離を歩きました。
　参加した仲間の一人は、人前で大きな声を出すの

は苦手ですが、自前で折り鶴の T シャツを着て、自
分なりの方法で平和への願いを訴えていました。

毎年参加してきた中で、特に今年は全体的にコー
スも減ってしまい寂しさも感じました。しかし形は
変われど、「平和への願いは変わらない」ことは訴
え 続 け る こ と、
続けることが一
番と感じました。
みんなでできる
ことを頑張って
いきましょう！

佐野 浩之

7.29～7.30
「第44回 道徳平和盆踊り大会」へ出店参加

昨年から再開した平和盆踊りで今回も出店で参加し
ました。２日間でかき氷、ポップコーン、光ものおもちゃ
等合わせて、約14万円売り上げました。職員は 2 日間
延べ20名が参加し、1日目は11名、2 日目 7 名の仲間
家族のご協力もいただき、大会を盛り上げました。

“ゆたか” としてこの地で事業がスタートして以
来、ずっと地域連携や平和への行動として大切に
し、参加してきた「平和盆踊り」です。ただ、ゆ
たかだけでなく、実行委員会の参加団体全体の高
齢化や人員不足が顕著になっているのが現状です。
盆踊り大会に限らず「どんなことであればできる
のか」の検討も必要になっています。暑い中、本
当に皆さん、お疲れさまでした。
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昨
年
度
、
法
人
に
お
け
る
交
通
事
故
報
告
は
30
件
、

今
年
度
は
8
月
ま
で
に
人
身
事
故
も
含
め
て
16
件
と
、

昨
年
度
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
起
き
て
い
ま
す
。
運
転

す
る
際
は
そ
の
責
任
を
自
覚
し
、
事
業
所
で
は
「
安

全
運
転
講
習
」
を
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
講
習
に
参
加
し
た
職
員
の
“
声
”
と
、「
株
式

会
社
ア
ト
コ
」
様
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

 

参
加
し
た
職
員
の
声

ゆ
た
か
作
業
所　
　
　
　
　

 

白
井 
結
菜

普
段
当
た
り
前
に
通
っ
て
い
る
道
に
も
、
沢
山
の
危

険
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
勝
手
な
思
い

込
み
や
解
釈
だ
け
で
は
、
事
故
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
た

め
、
常
に
「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」
を
し
て
、
未
然
に

防
げ
る
事
故
は
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
の
事
だ
け
考
え
て
運
転
す
る
の
で
は
な
く
、

周
り
の
人
の
事
も
考
え
て
運
転
す
る
よ
う
意
識
し
て

い
き
た
い
で
す
。
車
に
乗
る
機
会
が
多
い
の
で
、
安

全
運
転
を
心
掛
け
た
い
で
す
。

つ
ゆ
は
し
作
業
所　
　
　
　

 

加
藤 

沙
彩

私
は
午
前
に
運
転
、
午
後
か
ら
適
性
検
査
と
座
学
で

し
た
。
岐
阜
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
名
古
屋
の
道

を
運
転
す
る
こ
と
は
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
業
務
の
中

で
納
品
に
行
っ
た
り
、
自
主
製
品
等
の
配
達
に
行
っ
た

り
し
て
い
る
た
め
、
入
職
し
て
3
、
4
か
月
、
ま
だ
緊

張
は
し
ま
す
が
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
の
安
全
運
転
講
習
で
、
少
し
の
緊
張

と
共
に
運
転
を
し
、「
知
ら
な
い
道
だ
と
は
思
う
が
落

ち
着
い
て
走
れ
て
い
る
」「
速
度
を
出
す
と
こ
ろ
は
出

し
て
、
落
と
す
と
こ
ろ
は
落
と
せ
て
い
る
」
な
ど
の

講
評
を
い
た
だ
き
、
少
し
安
心
し
ま
し
た
。

適
性
検
査
は
、
個
人
的
に
残
念
な
結
果
で
し
た
が
、
出

た
結
果
や
注
意
点
を
心
に
と
め
、
漫
然
運
転
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
運
転
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
た
か
生
活
支
援
事
業
所
み
な
み

　
　
　
　

 

和
田 

好
太

当
日
は
、
講
師
の
方
に
助
手
席
に
座
っ
て
も
ら
い
運

転
を
し
ま
し
た
。
自
動
車
教
習
所
の
教
官
の
方
と
聞
い

て
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
優
し
い
方
で
、

特
に
問
題
な
く
運
転
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
「
一
時
停
止
で
き
ち
ん
と
止
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
注
意
は
受
け
ま
し
た
。

「
ゆ
た
か
福
祉
会
の
車
に

乗
っ
て
い
る
」
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
も
安
全

運
転
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
講
習

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
為

に
な
り
ま
し
た
。

命
を
守
る

〜
「
注
意
１
秒
、
ケ
ガ
一
生
」
を
肝
に
銘
じ
て
〜

株
式
会
社
ア
ト
コ
様
よ
り

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！
毎
年
安
全
運
転
講
習
を
行
わ
せ

て
頂
い
て
い
る
株
式
会
社
ア
ト
コ
の
横
井
で
す
。

近
年
、
世
間
は
企
業
の
不
祥
事
や
法
令
遵
守
に
対
し

て
大
変
厳
し
い
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

昔
前
で
は
何
の
問
題
で
も
無
い
よ
う
な
些
細
な
事
で
も
、

企
業
が
一
つ
消
え
て
し
ま
う
よ
う
な
大
事
態
に
繋
が
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
運
転
を
通
し
て
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
知
識
と
意
識
の
重
要
性
を
考
え

て
頂
く
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
運
転
に
関
し
て
は
、
業
種
に
よ
っ
て
運
転
の
仕

方
や
必
要
な
予
備
知
識
が
異
な
っ
て
き
ま
す
。
運
転
が

で
き
る
か
だ
け
で
な
く
、
現
場
等
で
末
永
く
「
よ
り
安

全
な
行
動
の
執
れ
る
職
員
」
で
い
て
頂
け
る
よ
う
お
手

伝
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
弊
社

を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
！
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優性保護法最高裁判決
旧優生保護法の規定により不妊手術を強制された方たち（原告）が、国（被告）に対し、この

規定が憲法に違反しており、国会議員がこの規定を立法したことや、厚生大臣がこうした不妊手
術を推進したことは違法であるとして、損害賠償などを求めていた裁判で、7 月 3 日、最高裁判
所は原告の訴えを全面的に認める判決を下しました。

判決はまず、優性保護法の強制不妊手術の規定は、「自己の意思に反して身体への侵襲を受け
ない自由」を保障した憲法 13 条と、「法の下の平等」を定めた憲法 14 条に違反していたと指摘。
そのうえで、最大の争点となっていた「除斥期間」（不法行為から二十年が経過した時は被害者
の損害賠償請求権は消滅するという民法上の規定）の適用に関しては、不法行為を行った国がそ
の適用を主張し自身の責任を免れようとすることは「権利の濫用」であり、「著しく正義・公正
の理念に反し到底容認することができない」と断罪したのです。

この判決を受け、7 月 17 日に岸田首相が官邸で原告等と面会し、政府を代表して謝罪すると
ともに、裁判の早期終結や、現行の一時金支給法に変わる新たな補償法の創設、二度と同じ過ち
を繰り返さないための検証や、障害者に対する偏見・差別の根絶に向けての取り組みを強化する
ことなどを約束しました。

旧優生保護法最高裁判決に参加して
ゆたか生活支援事業所尾張　大田 哲嗣

7 月 3 日、旧優生保護裁判最高裁判決の傍聴行動に参加しました。全国から最高裁には 1000 人近い
方が集まりすごい熱気でした。傍聴に外れ、裁判所まわりで待っていた多くの人たちに、勝訴の一報が
流れた時には、大きなどよめきと、あちこちから「よかった」「むくわれた」という声が挙がりました。

判決内容も「除斥期間について認めない」をはじめとした、今までの国の責任を取らない態度を批判し、
すべての被害者の救済に向けた画期的な判決でした。いろんな報告集会に参加しましたが、今回は「国
が大きく変わった」ということを身近に感じ、とても感動しました。また、今まで健常者に合わせて
きた裁判の在り方が手話通訳や要約筆記など、情報保障の問題も多く提起され、障害のある方が裁判
に参加する意義も大きく変わった裁判でもありました。

名古屋で提訴された尾上敬子さん、一孝さん夫妻の裁判にも参加させていただき、ごく当たり前の「子
どもを産みたい」という権利を踏みにじられ、悔しい思いをもたれ、闘い続けられたご夫妻の一言一言
のことばと想い、そして、国の障害者の人権を軽視している言動に、障害者の権利を守るためにもこの
裁判の重要性をとても感じています。

今回の判決を受けて、国・県にもこの問題を曖昧にせず検証し、実態を明らかにし、被害者への謝罪
と賠償、再び問題が起こらないような取り組みを働きかけていくことが次の運動だと思います。仲間た
ちが地域で自分らしく暮らし続けていくためにも、これからもこの裁判の支援に関わっていきたいと思
います。



（
6
月
24
日
～
7
月
31
日  

手
続
き
分
）

賛
助
会
員
新
規
加
入
者
更
新
者
ご
芳
名
一
覧順

不
同 

敬
称
略 

松
岡
　
政
子

田
畑
　
博

社
会
福
祉
法
人

　
た
か
ら
ば
こ

原
　
史
江

浅
海
　
正
義

山
田
　
清
文

野
間
　
聖
子

清
水
　
悦
子

川
上
　
雅
也

村
井
智
恵
子

ト
ラ
ン
コ
ム
M
T
S

株
式
会
社 

港
営
業
所

小
野
寺
由
里
子

高
森
　
裕
司

戸
塚
や
よ
い

池
田
　
栄
一

鈴
木
　
剛
治

毛
利
　
登

近
藤
左
千
夫

東
洋
病
院

設
楽
測
量
設
計
㈱ 

加
藤
　
博
俊

社
会
福
祉
法
人

あ
ず
ま
福
祉
会
　

お
お
ぞ
ら
作
業
所

平
國
　
哲

當
間
　
弘
子

中
日
印
章
印
刷
㈱ 

　
　
　
林
　
克
己

中
武
　
繁
治

高
橋
　
正
教

鈴
木
　
隆
介

土
井
ち
づ
子

今
井
　
信
彦

浅
田
　
悦
男

片
山
美
恵
子

内
田
紙
店

鈴
木
　
徹
朗

お
も
ち
ゃ
図
書
館
　

　
　      

ぴ
っ
こ
ろ

星
屋
　
政
司

特
定
非
営
利
活
動
法
人

ひ
な
た
ぼ
っ
こ

 

　
　
大
橋
利
恵
子

ら
い
ぶ
　
施
設
長

 

　
　
井
出
　
信
男

近
藤
　
直
子

早
川
　
久
代

伊
藤
　
順
子

奥
谷
さ
と
子

糠
谷
　
彰
洋

柳
川
　
将
義

柳
川
オ
リ
エ

神
谷
　
恵
子

小
田
切
龍
三

山
田
　
哲
也

江
坂
　
文
恵

前
田
　
勝
彦

加
藤
　
信
子

藤
田
　
秋
雄

藤
田
　
明
美

大
橋
昭
人
事
務
所

　
　
大
橋
　
昭
人

及
川
　
博
子

神
田
す
み
れ

早
川
　
剛
史

柳
　
進

小
西
　
智
江

谷
川
　
修

小
野
　
勝
幸

日
鉄
物
産
株
式
会
社

浅
野
実
千
代

桜
軽
金
属
工
業
㈱

鏡
味
千
代
子

高
橋
香
与
子

シ
タ
ラ
建
材
　
伊
藤
光

渡
辺
　
正
春

㈱
ユ
ニ
オ
ン
サ
ー
ビ
ス

共
同
墓
地
盆
供
養
祭
・

共
同
墓
地
管
理
委
員
会
開
催

　
2
0
2
4
年
8
月
2
日
（
金
）、
澄
み
渡
る
夏
空

の
下
、
ゆ
た
か
保
護
者
連
合
会
共
同
墓
地
「
盆
供
養

祭
」
が
大
蔵
寺
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
連
合

会
か
ら
矢
満
田
会
長
代
理
、
キ
ラ
リ
ン
と
ー
ぷ
家
族

会
鈴
木
会
長
、
法
人
か
ら
鈴
木
理
事
長
、
向
幸
子
理

事
、
キ
ラ
リ
ン
と
ー
ぷ
伊
藤
所
長
他
、
昨
年
納
骨
さ

れ
た
鈴
木
峯
保
氏
の
ご
遺
族
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　
共
同
墓
地
〝
な
ご
み
の
塔
〟
は
2
0
0
2
年
建
立

し
、
毎
年
8
月
に
供
養
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
4
年
ぶ
り
に
再
開
し
、
今
年

も
キ
ラ
リ
ン
と
ー
ぷ
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
変
き
れ

い
に
清
掃
さ
れ
、
大
切
に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昨

年
度
の
納
骨
者
は
3
名
、
今
年
は
1
名
予
定
さ
れ
、

ゆ
た
か
福
祉
会
に
関
わ
ら
れ
た
利
用
者
、
職
員
、
家

族
の
お
名
前
が
墓
碑
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
墓
前

と
大
蔵
寺
本
堂
で
の
読
経
と
焼
香
を
行
い
、
故
人
を

偲
ん
だ
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
盆
供
養
祭
終
了
後
、
2
0
2
4
年
度
第
一
回
管
理

委
員
会
を
キ
ラ
リ
ン
と
ー
ぷ
で
行
い
、
昨
年
度
の
活

動
報
告
と
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。「
共
同

墓
地
の
存
在
を
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
広
め
て

い
こ
う
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
連
合
会
担
当

　
萩
原 

千
秋

設
楽
福
祉
村
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日 誌

				3日（水）　新管理職合同研修
　5日（金）　食と健康推進委員会
			8日（月）　事業運営推進会議
			９日（火）　保護者連合会定例会
	１０日（水）　広報・ホームページ
　　　　　		編集委員会
																	/	法人安全衛生委員会
	１2日（金）　第7期総合計画推進委員会
	１8日（木）　安全運転講習	
																	/	消費税訴訟判決
	19日（金）　常勤及びパート職員研修
	22日（月）　援助担当者会議
														　/	研修部会議
	23日（火）　職員ハンドブック改訂委員会
	24日（水）　副所長会議
	25日（木）　作業改善ゼミ

7 月

法人協力会費・賛助会費・寄附金など福祉会への申し込み、ご送金は

法人協力会費 ＝ 年間１口 6,000 円、
賛助会員 ( 個人 1 口 3,000 円、企業団体等 1 口 5,000 円 )

●銀行口座

●郵便振替口座

・三菱ＵＦＪ銀行	 柴田支店	 普通預金291-884
・中京銀行	 鳴海中央支店	 				普通預金150-425
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印　　　刷	／	株式会社東海共同印刷

トライズ　大塚	国晃さん

「花火と海の絵と
ビールのんでいる所」

　絵を描くことが好きな大塚さん。「広報の表紙を
挑戦してみたら」と声をかけてみました。翌日には
「できたよ。山下清のようにちぎり絵にしてみた」
と、完成した作品を見せてくれました。
　大塚さんは普段は大人しくあまり喋りませんが、
トライズの清掃の仕事はきちんとやります。そして
細かいところにもよく気が付きます。みんなが飲む
お茶の準備や食事の準備の手伝いも進んでやり、厨
房の食事を作っている職員にも感謝されています。
　いつも早く通所して頑張っている大塚さんの紹介
でした。

正規採用職員 紹介
 趣味・好きなことをお聞きしました

ゆたか生活支援
事業所あつた

佐々木 美沙

お休みの日にゆっくり
過ごすこと、音楽を聴くこと

　6月より「生活支援事業所あつた」に配属になりました佐々木で
す。以前の職場でゆたか福祉会と少し関わりがあり「働いてみた
い」と思い入職させていただきました。
　働いてまだ2ヶ月ですが、優しい職員の方と楽しい仲間に「力を
もらっているな」と感じます。勉強になることもたくさんあるので
「いいな」と思ったところは吸収して、成長に繋げていきたいと
思っています。
　未熟な点も多いかと思いますが、これからどうぞよろしくお願い
致します。
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エプロンと軍手の作業スタイル

共感を持って電話対応

12

萩
原
さ
ん
は
43
歳
。
名

古
屋
市
立
守
山
養
護
学
校

高
等
部
（
現
在
の
名
古
屋

市
立
守
山
特
別
支
援
学
校
）

を
卒
業
し
、
1
9
9
9
年
4
月
に

あ
か
つ
き
共
同
作
業
所
に
入
所
さ

れ
ま
し
た
。

仕
事
を
頑
張
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
「
給
料
を
貯
め
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
へ
行
く
こ
と
」
で
す
。
ウ
キ
ウ

キ
班
で
の
主
な
仕
事
は
自
動
車
部
品

の
型
抜
で
し
た
が
2
0
2
1
年

か
ら
廃
品
回
収
が
始
ま
る
と
、「
廃

品
回
収
の
仕
事
を
や
り
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
時
「
Ａ
子
さ
ん
み
た
い
に
軍

手
を
上
手
に
つ
け
た
い
」
と
い
う
場

面
が
あ
り
ま
し
た
。
一
緒
に
働
く
仲

間
の
姿
か
ら
「
な
り
た
い
自
分
」
を

描
い
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

仕
事
を
通
し
て
見
え
た
大
き
な
変

化
は
、
人
と
の
関
わ
り
方
で
す
。
他

者
か
ら
の
言
葉
か
け
に
対
し
て
否
定

的
で
、
強
い
言
葉
や
態
度
で
攻
撃
的

な
場
面
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
仕

事
の
中
で
褒
め
ら
れ
、
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
増
え
る
と
、
気
持
ち
や
人
と

の
距
離
に
余
裕
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
話
を
素
直
に
聞
き
、
自
分

の
思
い
も
表
し
、
人
を
思
い
や
る
姿

や
折
り
合
い
を
つ
け
る
場
面
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

「
ケ
ア
ホ
ー
ム
北
野
」
で
も
、
集

団
生
活
の
ル
ー
ル
や
人
と
の
関
わ
り

方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
衝
突
す

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
生
活

を
共
に
す
る
仲
間
と
は
『
仲
良
く
暮

ら
し
た
い
』
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

い
る
萩
原
さ
ん
で
す
。

河
原 

京
子

あ
か
つ
き
共
同
作
業
所

萩
原 

宏
美
さ
ん

職員

ゆ
た
か
相
談
支
援
事
業
所
あ
お
な
み
　
都
築 

真
二

「
つ
な
ぐ
」「
つ
な
が
る
」こ
と
が
大
事

～
ゆ
た
か
な
未
来
を
目
指
し
て
～

ゆ
た
か
福
祉
会
と

の
出
会
い
は
、
社
会

福
祉
士
実
習
で
し
た
。

そ
こ
で
働
く
仲
間
た

ち
の
笑
顔
、
そ
し
て
誇
り
を
持
っ
て
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
心
惹
か
れ
、

2
0
0
2
年
4
月
に
入
職
。
早
22
年
が

経
ち
ま
し
た
。　

生
活
施
設
（
ゆ
た
か
希
望
の
家
）・
日

中
活
動
の
場
（
つ
ゆ
は
し
作
業
所
）
そ
し

て
相
談
支
援
分
野
で
働
き
、
相
談
支
援
専

門
員
と
し
て
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。
ど
の

職
場
も
支
援
の
本
質
は
一
緒
で
、
利
用
者

中
心
支
援
で
す
。
利
用
者
が
ゆ
た
か
な
人

生
を
歩
め
る
よ
う
に
、
寄
り
添
い
・
思
い

を
汲
み
と
り
支
援
で
き
て
い
る
か
、
支
援

の
中
心
は
利
用
者
に
な
っ
て
い
る
か
、
実

践
の
振
り
返
り
、
自
己
覚
知
も
時
に
は
大

事
に
し
て
き
ま
し
た
。

利
用
者
の
そ
の
人
ら
し
い
生
活
、
な
に
よ

り
心
の
ゆ
た
か
さ
に
つ
な
が
っ
た
時
、
笑
顔

が
見
ら
れ
た
時
の
支
援
の
成
果
が
自
身
の

嬉
し
さ
と
な
り
、
私
の
仕
事
と
し
て
の
や
り

が
い
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
の
実
践
の
中
で
感
じ
た
こ
と
・

重
要
な
役
割
は
「
つ
な
ぐ
」「
つ
な
が
る
」

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
相
談
員
一
人
で

は
利
用
者
の
思
い
・
願
い
を
か
な
え
る
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。 

必
要
な
関
係
機
関
に
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
担
え
る

よ
う
に
、
ま
た
チ
ー
ム
で
利
用
者
中
心
支

援
と
し
た
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
い
て
支
援

で
き
る
よ
う
、
架
け
橋
の
存
在
と
し
て
の

役
割
も
果
た
せ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

本
人
の
ス
ト
レ
ン
グ
ス
を
大
切
に
、
利

用
者
自
身
の
支
援
の
幅
・
輪
を
広
げ
、
よ

り
支
援
の
厚
み
が
で
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
利
用
者
か
ら
で
る
地

域
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
、
多
種

多
様
な
関
係
機
関
の
つ
な
が
り
・
地
域
と

の
つ
な
が
り
で
、
よ
り
障
害
者
に
ひ
ら
か

れ
た
地
域
福
祉
・
社
会
を
創
れ
る
一
員
と

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

仲間
好
き
と
い
え
る
仕
事
を
見
つ
け
た
よ
！

ホ
ー
ム
で
仲
間
と
仲
良
く
暮
ら
し
た
い
よ
！
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その人
らしく 働く暮らす


